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○
こ
ど
も
家
庭
庁
告
示
第
十
四
号

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
第
五
条
の
二
の
十
二
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
の
十
二
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
を
次
の
よ

う
に
定
め
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
五
年
十
一
月
十
四
日

こ
ど
も
家
庭
庁
長
官

渡
辺

由
美
子

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
五
条
の
二
の
十
二
第
二
項
第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
五
条
の
二
の
十
二
第
二
項

第
七
号
の
規
定
に
基
づ
き
こ
ど
も
家
庭
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

実
施
す
る
講
習
が
次
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

規
則
第
五
条
の
二
の
八
各
号
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
受
講
の
資
格
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

修
業
期
間
は
、
審
査
・
証
明
事
業
者
（
規
則
第
五
条
の
二
の
八
に
規
定
す
る
審
査
・
証
明
事
業
を
実
施
す
る
者
を
い

う
。
）
が
適
当
と
認
め
た
期
間
で
あ
る
こ
と
。
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ハ

講
習
の
内
容
は
、
規
則
第
五
条
の
二
の
八
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
別
表
第
一
、
同
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に

つ
い
て
は
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
に

定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ

講
師
は
、
別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
定
め
る
各
科
目
を
教
授
す
る
の
に
適
当
な
者
で
あ
る
こ
と
。

ホ

講
習
の
実
施
場
所
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

へ

見
学
実
習
を
行
う
の
に
適
当
な
施
設
（
以
下
「
見
学
実
習
施
設
」
と
い
う
。
）
を
見
学
実
習
に
利
用
で
き
る
こ
と
。

二

別
表
第
一
、
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
に
定
め
る
各
科
目
を
教
授
す
る
の
に
必
要
な
数
の
講
師
を
有
す
る
こ
と
。

三

事
務
職
員
を
有
す
る
こ
と
。

四

講
習
実
施
関
係
情
報
の
管
理
及
び
維
持
経
営
の
方
法
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

五

講
習
を
受
講
し
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
講
習
の
内
容
、
講
師
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
情
報
を
開
示
し
て
お

り
、
そ
の
開
示
し
た
情
報
が
、
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

六

講
習
の
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
そ
の
委
託
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
講
習
に
つ
い
て
規
則
第
五
条
の
二
の
八
に
規
定
す

る
こ
ど
も
家
庭
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
な
る
の
に
必
要
な
技
能
等
を
修
得
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
資
力
、
社
会
的
信
用
及
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び
業
務
遂
行
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

別
表
第
一履

修
方
法

科
目

時
間

講
義

こ
ど
も
の
権
利
擁
護
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
の
権
利
擁
護
（
演
習
）

七
・
五

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
分
野
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
役
割
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
分
野
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
専
門
職
の
役
割
（
演
習
）

六

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅰ
（
こ
ど
も
家
庭
を
と
り
ま
く
環
境
と
支
援
）
（
講
義
）

三

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅰ
（
こ
ど
も
家
庭
を
と
り
ま
く
環
境
と
支
援
）
（
演
習
）

一
・
五

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅱ
（
保
護
者
や
家
族
の
理
解
）
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅱ
（
保
護
者
や
家
族
の
理
解
）
（
演
習
）

三

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅲ
（
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
）
（
講
義
）

三
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演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅲ
（
精
神
保
健
の
課
題
と
支
援
）
（
演
習
）

三

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅳ
（
行
政
の
役
割
と
法
制
度
）
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
Ⅳ
（
行
政
の
役
割
と
法
制
度
）
（
演
習
）

一
・
五

講
義

こ
ど
も
の
身
体
的
発
達
等
、
母
子
保
健
と
小
児
医
療
の
基
礎
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
の
身
体
的
発
達
等
、
母
子
保
健
と
小
児
医
療
の
基
礎
（
演
習
）

一
・
五

講
義

こ
ど
も
の
心
理
的
発
達
と
心
理
的
支
援
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
の
心
理
的
発
達
と
心
理
的
支
援
（
演
習
）

一
・
五

講
義

児
童
虐
待
の
理
解
（
講
義
）

一
・
五

演
習

児
童
虐
待
の
理
解
（
演
習
）

四
・
五

講
義

少
年
非
行
（
講
義
）

一
・
五

演
習

少
年
非
行
（
演
習
）

一
・
五

講
義

社
会
的
養
護
と
自
立
支
援
（
講
義
）

一
・
五

演
習

社
会
的
養
護
と
自
立
支
援
（
演
習
）

四
・
五
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講
義

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
講
義
）

一
・
五

演
習

貧
困
に
対
す
る
支
援
（
演
習
）

一
・
五

講
義

保
育
（
講
義
）

一
・
五

演
習

保
育
（
演
習
）

一
・
五

講
義

教
育
（
講
義
）

三

演
習

教
育
（
演
習
）

一
・
五

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅰ
（
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
こ
ど
も
や

一
・
五

家
庭
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
（
講
義
）

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅰ
（
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
こ
ど
も
や

七
・
五

家
庭
へ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
（
演
習
）

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅱ
（
こ
ど
も
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

三

た
緊
急
的
な
対
応
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
（
講
義
）

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅱ
（
こ
ど
も
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し

七
・
五
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た
緊
急
的
な
対
応
に
関
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
）
（
演
習
）

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅲ
（
地
域
を
基
盤
と
し
た
多
職
種
・
多

一
・
五

機
関
連
携
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
）
（
講
義
）

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅲ
（
地
域
を
基
盤
と
し
た
多
職
種
・
多

七
・
五

機
関
連
携
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築
）
（
演
習
）

講
義

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅳ
（
組
織
の
運
営
管
理
）
（
講
義
）

一
・
五

演
習

こ
ど
も
家
庭
福
祉
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
Ⅳ
（
組
織
の
運
営
管
理
）
（
演
習
）

四
・
五

別
表
第
二

履
修
方
法

科
目

時
間

講
義

こ
ど
も
の
権
利
擁
護
と
倫
理
（
講
義
）

一

講
義

こ
ど
も
家
庭
相
談
援
助
制
度
及
び
実
施
体
制
（
講
義
）

一

講
義

児
童
相
談
所
の
役
割
と
連
携
（
講
義
）

一
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講
義

こ
ど
も
家
庭
相
談
の
運
営
と
相
談
援
助
の
あ
り
方
（
講
義
）

一

演
習

こ
ど
も
家
庭
相
談
の
運
営
と
相
談
援
助
の
あ
り
方
（
演
習
）

三

講
義

社
会
的
養
護
と
市
区
町
村
の
役
割
（
講
義
）

一

講
義

こ
ど
も
の
成
長
・
発
達
と
生
育
環
境
（
講
義
）

一

講
義

こ
ど
も
虐
待
対
応
（
講
義
）

一

演
習

こ
ど
も
虐
待
対
応
（
演
習
）

六

講
義

母
子
保
健
機
関
や
こ
ど
も
の
所
属
機
関
の
役
割
・
連
携
及
び
こ
ど
も
と
家
族
の
生

二

活
に
関
す
る
法
令
・
制
度
（
講
義
）

演
習

見
学
実
習
Ⅰ
（
演
習
）

六

備
考一

見
学
実
習
Ⅰ
（
演
習
）
は
、
見
学
実
習
施
設
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

規
則
第
五
条
の
二
の
八
第
二
号
に
規
定
す
る
者
の
う
ち
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六

十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
別
表
第
一
若
し
く
は
別
表
第
三
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
（
平
成
二
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文
部
科
学
省

十
年

令
第
二
号
）
別
表
第
一
若
し
く
は
別
表
第
三
又
は
社
会
福
祉
に
関
す
る
科
目
を
定
め
る
省
令
（
平
成

厚
生
労
働
省

文
部
科
学
省

二
十
年

令
第
三
号
）
第
一
条
第
十
号
若
し
く
は
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
「
児
童
・
家
庭
福

厚
生
労
働
省

祉
」
を
履
修
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
と
倫
理
（
講
義
）
、
こ
ど
も
家
庭
相
談
援
助
制
度
及
び
実
施

体
制
（
講
義
）
、
児
童
相
談
所
の
役
割
と
連
携
（
講
義
）
、
こ
ど
も
家
庭
相
談
の
運
営
と
相
談
援
助
の
あ
り
方
（
講

義
）
、
社
会
的
養
護
と
市
区
町
村
の
役
割
（
講
義
）
、
こ
ど
も
の
成
長
・
発
達
と
生
育
環
境
（
講
義
）
、
こ
ど
も
虐
待

対
応
（
講
義
）
及
び
母
子
保
健
機
関
や
こ
ど
も
の
所
属
機
関
の
役
割
・
連
携
及
び
こ
ど
も
と
家
族
の
生
活
に
関
す
る
法

令
・
制
度
（
講
義
）
の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三

履
修
方
法

科
目

時
間

講
義

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
（
講
義
）

十
九
・
五

講
義

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
理
論
と
方
法
（
講
義
）

三
十
九
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講
義

地
域
福
祉
と
包
括
的
支
援
体
制
（
講
義
）

十
九
・
五

演
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
演
習
）

三
十
九

演
習

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅱ
（
演
習
）

三
十
九

演
習

見
学
実
習
Ⅱ
（
演
習
）

九

備
考一

見
学
実
習
Ⅱ
（
演
習
）
は
、
見
学
実
習
施
設
を
利
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

規
則
第
五
条
の
二
の
八
第
三
号
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
基
盤
と
専
門
職
（
講
義
）
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
演
習
Ⅰ
（
演
習
）
及
び
見
学
実
習
Ⅱ
（
演
習
）
の
履
修
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


